

























































































































































































































































































る｡ これらの動物 も.将来新 しい実験動物 として,



















の種 と系統が準備 される必要がある｡ そのために,
それぞれの研究目的に適 した実験動物の開発は急
務 となる｡ 特 に,遺伝的開発は長年月を要するの












































































































































































お わ り に
21世紀にむけての,わが国におけるライフサイ
エンス研究の推進にとって,実験動物の果す役割
は極めて重要をものとなってきた｡これまでに,
わが国の実験動物は主として医学 ･生物学研究に
対応するものとしてとりあげられ,梓に,医学と
のむすびつきは強固をものとみられてきた｡ 今後
は,さまざまな研究分野の統合により成立するラ
イフサイエンスに対して,実験動物がどのように
対応 し,取 り組むのか,新たを観点から検討が進
められなければならない｡ライフサイエンスの推
進は,わが国の実験動物分野に新しい問題を提起
したとみてよい｡
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